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数
十
年
前
は
、
各
家
の
長
男

が
集
ま
る
信
友
連
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
祭
り
や
行
事
が
あ
る

と
信
友
連
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
て
い
た
た
め
、
自
然
と
人
が

集
ま
り
ま
し
た
が
、
今
は
や
り

方
が
違
う
た
め
、
人
手
を
集
め

る
こ
と
に
苦
労
を
感
じ
ま
し
た
。

　
上
今
井
区
は
、
秋
祭
り
の
ほ

か
に
も
春
の
上
今
井
諏
訪
社

太
々
神
楽
が
市
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
歴

史
と
文
化
が
と
て
も
あ
る
の

で
、
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
責

任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
改
善
す
る
と
こ
ろ
は
す
る
。

け
れ
ど
、
全
く
新
し
い
も
の
で

は
意
味
が
な
い
の
で
、
昔
の
や

り
方
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
地
域

の
歴
史
と
文
化
を
継
承
し
て
い

き
た
い
で
す
。

地
域
の
歴
史
と
文
化
を

継
承
し
て
い
き
た
い

　上今井区で秋祭りにお囃子を奉納す
る「屋台」は、構造的および技術的に
優れているとして、昭和 51 年4月に
有形文化財に指定されました。
　屋台の造られた年代は明らかではあ
りませんが、組物を納める箱書に安政
5年（1858）の銘と当時の世話人の名
前が記されていることから、その当時
から残っている物ではないかと考えら
れています。
　また、構造は踊り場と楽屋に分かれ

佐
さ と う

藤　良
よしかず

一さん

➊屋台（右側）から流れるお囃子の音
色は、自然と聞く人の心を躍らせる。
➋３つの神楽が集まれば、その場は壮
大な響きに包み込まれる。➌、➍、➎
舞台で行われる獅子舞の様子。

上今井諏訪社

（上今井区）
屋台（お囃子）

（市指定有形文化財）
動画を視聴できます

ており、お囃子の奉納では、楽屋に上
今井諏訪社氏子会の若者が9人同乗し
て、「神田まわり」「通りばやし」の2
曲を演奏します。楽器は横笛のほか、
三味線、大太鼓、小太鼓、鼓大皮、鼓
小皮が使われています。
　秋祭り当日には、３つの神楽が地区
内を練り歩き、屋台から流れるお囃子
は祭りの雰囲気を盛り上げ、舞台では
それぞれ異なる物語を含んだ３つの獅
子舞が、華麗に舞います。
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神社名：上今井諏訪社

神社D
（ デ ー タ ）

ATA

住所：上今井 2685 番地

【氏子総代長】
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市
内
各
地
で
今
年
も
行
わ
れ
た
秋
祭
り
は
「
歴
史
」
と
な
り

「
地
域
の
文
化
」と
し
て
来
年
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
―
。
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➊、➋、➌竹原区で行われる竹原神社御祭礼余興煙火は、打ち
上げ花火のほか竹原祭祀団員が作る仕掛け花火が大きな魅力。
➍神様への深い礼から始まる中町区の獅子舞奉納。➎、➏南永
江区の獅子舞とお囃子に子供たちも興味津々。➐、➑桜沢区の
舞は、とう竜、かんとう、面などいくつかの舞があり、子ども
が担う「面」は獅子とのやり取りがまた面白い。➒西江部区の
獅子舞には多くの人が集まる。後ろからは肩車の特等席。


